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【面積】 

・約 58ha（約 58万㎡） 

※平地部分の割合：概ね 3割(約 17ha)と試算 

(緑地部分を除く) 

【都市計画上の指定】 

・工業専用地域、市街化調整区域 

・臨港地区（分区未指定） 

【弾薬庫施設の数】 

・トンネル式 12棟 

  建造物式（小屋組木造）22棟  合計 34棟 

【位置図】 
佐世保市役所 

JR佐世保駅 

 
担うべき役割① 

 

 

立地環境を活かした

産業振興 

豊かな緑地環境及び

海からの美しい景観

を保全しつつ、隣接す

る工業地の既存産業

との連携などによる

港の振興を目指すと

ともに、関連する企業

立地などによるもの

づくり産業の振興を

目指します。 

①中心市街地に近接する立地特性を活か

し、機能分担による連携が可能な企業誘

致（関連する企業立地）による産業振興 

③景観資源の保全と活用 

④既存の貴重な自然資源の魅力アップに

よる生活環境の質の向上 

⑤生活環境を支えるネットワークづくり 

１．概要（現地の状況） 

役 割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①歴史文化を活かした魅力創出 

②地域資源を活用した観光客の誘致促進 

④既存の貴重な自然資源の魅力アップに

よる生活環境の質の向上 

⑤生活環境を支えるネットワークづくり 

⑥災害に強い安全安心なまちづくり  

（災害時に対応できる環境づくり） 

文化・交流 

ゾーン 

歴史記念 

ゾーン 

３） 

佐世保の地

の利を活か

した港湾・産

業拠点 

建造物式の弾薬庫（第六下瀬火薬庫及び周辺）      トンネル式の弾薬庫（隧道式無煙火薬庫） 

②地場産業である港湾の再生による地

域浮揚 

前畑弾薬庫跡地利用構想検討有識者会議 跡地利用に関する報告書【概要版】 

弾薬庫の全景（港内視察による） 

将来像 

斜面緑地保

全、水辺の 

憩いゾーン 

緑の空間創出 

安全安心な 

防災ゾーン 

歴史記念 

ゾーン 

斜面緑地保

全、水辺の憩

いゾーン 

安全安心な 

防災ゾーン 

緑の空間創出 

みなとの振興

ゾーン 

産業創出 

ゾーン 

役 割 ゾーン 

ゾーン 

対岸の赤崎岳からの景観（黄色枠が現地） 

担うべき役割② 

本報告書は、平成 23 年 1 月に日米合同委員会で合意された「前畑弾薬庫跡地（以下「跡地」）の移

転・返還」をより強力に促進すべく、「前畑弾薬庫跡地利用構想検討有識者会議」（以下「有識者会議」）

が、跡地利用に関して意見集約を図ったものです。 

１） 

自然と歴史

が共存する

観光・景観の

スポット 

２） 

豊かな緑に

包まれた、快

適な生活環

境都市 

 

自然的・歴史的資源を

活かした観光振興 

豊かな緑地環境及び

海からの美しい景観、

さらには弾薬庫の歴

史的資産などを保全

し、またこれらの資源

を最大限に活かしな

がら、観光客の誘致促

進など観光振興を目

指します。 

③景観資源の保全と活用 

３．跡地利用の将来像と、２つの跡地利用の考え方（担うべき役割） 

 

２．現況 

⑥災害に強い安全安心なまちづくり  

（災害時に対応できる環境づくり） 

出典：国土地理院の電子地形図 25000 
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斜面緑地保全ゾーン 

歴史記念ゾーン 

【動線の基本的な考え方】 

豊かな緑地環境及び海からの美しい景観を保全しつつ、隣接する工業地の既存産業との連携などに

よる港の振興を目指すとともに、関連する企業立地などによるものづくり産業の振興を目指します。 

（跡地が担うべき役割 ②）立地環境を活かした産業振興 

緑の空間創出
〔海の玄関口〕 
・海の玄関口となる

桟橋や受入れ施

設を整備する。 

歴史記念ゾーン 

・日本遺産の構成資産の一つ

である弾薬庫（建物等）につい

て、有形文化財に登録し、歴

史公園として活用する。 

 

緑の空間創出〔アクセス道路〕 

 ・快適性、利便性の高い環境

整備（施設、アクセス道路

等）を行う。 

緑の空間創出
〔海の玄関口〕 
・海の玄関口となる

桟橋や受入れ施

設を整備する。 

〔海からのアクセス

（想定ルート）〕 

【備考】前畑弾薬庫の移転・返還について《H23.1日米合同委員会での合意内容(抜粋)》 

有識者会議として、一年一日でも早い前畑弾薬庫の移転返還の実現を願い、跡地利用の考え方

を意見集約しこの報告書に取りとめました。今後、佐世保市による跡地利用構想の策定、さらに

将来、詳細な計画等の検討に取り組まれる際、この思いを具現化できることを望みます。 

４．跡地利用構想の実現に向けて 

 

【返還条件(抜粋)】 

佐世保弾薬補給所（前畑弾薬

庫）は、針尾島弾薬集積所の施

設・区域（隣接する水域を埋め

立てることにより生じる土地

を含む。）内に、現有の規模・

機能の範囲内で移設すること。 

対象範囲 

現地の通路 

遊歩道 

自衛隊施設の通路 

既存の道路 

前畑崎辺道路 

(H29-35年度予定) 

海からみた美しい景観の保全 

・海から見た背景の植林地、沿岸の建物、海面

が一体となった美しい景観を演出する。 

緑の空間創出〔自然遊歩道〕 

・それぞれ機能が異なる緑地

や公園のネットワークづくり

を目指す。 

≪概念図（イメージ図）≫ 

（跡地が担うべき役割 ①）自然的・歴史的資源を活かした観光振興 

豊かな緑地環境及び海からの美しい景観、さらには弾薬庫の歴史的資産などを保全し、またこれらの

資源を最大限に活かしながら、観光客の誘致促進など観光振興を目指します。 

・日本遺産の構成資産の一つ

である弾薬庫（建物等）につい

て、有形文化財に登録し、歴

史公園として活用する。 

 

緑の空間創出〔アクセス道路〕 

 ・快適性、利便性の高い環境

整備（施設、アクセス道路

等）を行う。 

〔海からのアクセス

（想定ルート）〕 

・自然地形を利用して水遊び等ができるような 

公園として整備する。 

・海から見た背景となる 

豊かな樹林地を保全する。 

海からみた美しい景観の保全 

・海から見た背景の植林地、沿岸の建物、海面

が一体となった美しい景観を演出する。 

緑の空間創出〔自然遊歩道〕 

・それぞれ機能が異なる緑地

や公園のネットワークづくり

を目指す。 

文化・交流ゾーン 

・日本遺産の構成資産の一つである弾薬庫（建物）をリノベーション（改

修）して、教育関連等の複合施設として活用する。 

・本市史跡巡りの拠点として、既存の観光メニュー 

（港内クルーズ等）を拡充する。 

・観光客向けの物販・飲食等の商業施設を誘致する。 

・湾の眺望を活かした飲食関連の施設を誘致する。 

水辺の憩いゾーン 

 

 

安全安心な防災ゾーン 

・自然地形を利用して 水遊び等ができ

るような公園として整備する。 

・国、県、市、関係機関との連携を視

野に防災体制を整える。(大規模災

害等に対応できる体制づくり) 

・災害時の対応拠点施設としての機

能を有するゾーンとして利用する。 

・災害時において、自衛隊等の展開

場所のほか物資集積所として活用

する。また、弾薬庫の一部を物資保

管庫として活用する。 

・自衛隊等との連携マニュアル整備と

定期的な実践練習を行う。 

斜面緑地保全ゾーン 

・自然地形を利用して水遊び等ができるような 

公園として整備する。 

・海から見た背景となる 

豊かな樹林地を保全する。 

 

みなとの 
振興ゾーン 

・港湾関連施設等の 

整備、拡充を行う。 

水辺の憩いゾーン 

 

 

安全安心な防災ゾーン 

・自然地形を利用して水遊び等ができ

るような公園として整備する。 

・国、県、市、関係機関との連携を視野

に防災体制を整える。(大規模災害等

に対応できる体制づくり) 

・災害時の対応拠点施設としての機能

を有するゾーンとして利用する。 

・災害時において、自衛隊等の展開場

所のほか物資集積所として活用す

る。また、弾薬庫の一部を物資保管

庫として活用する。 

・自衛隊等との連携マニュアル整備と

定期的な実践練習を行う。 

※図はイメージです。 

産業創出ゾーン 

・既存産業との連携、拡充につなが

る産業を導入する 

・立地条件を活かしたものづくり技術

の導入、開発を行う 

・港の特性を活かした生産、加工、

流通機能をもつ産業を誘致する 

みなと口インターチェン

ジ付近からのアクセス性

を高める。 

跡地内は、大規模な造成は

行わず、現在利用している

敷地内の通路を活用する。 

豊かな緑地空間を活用するた

め、緑地内に歩行者用の散策

路を整備し、既存公園と緑地

の一体的な利用を行う。 

跡地への入り口は、今の

弾薬庫のゲートを利用

し、アクセス道路は通り

やすいように整備する。 

緊急時に通行できるよう

所要の調整を図る。 

※写真はイメージです。 ※写真はイメージです。 


